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         時事寸考             

シーダ・ウォーク施設長・医師の吉田です。ジェネリック薬品につい

てはご存知の方も多いと思いますが特許が切れた先発薬と同じ有効

成分の薬を他社が製造したものです。薬価は先発薬の約 5割となりま

す。 

写真左のオルメテックは第一三共の主力製品である降圧剤です。

その特許がいよいよ切れるということで 9 月にオルメサルタン「DSEP」

というジェネリックが登場しました（写真右）。オルメサルタンというのは

オルメテックの有効成分の一般名、DSEP は製薬会社の略号です。マ

ークまでそっくりです。よくみると DSEP とは第一三共エスファという会

社の略号であることが解ります。 

 
 

第一三共エスファはジェネリックなどを製造販売する第一三共の子

会社ですが今回は親会社が子会社にオルメサルタンのジェネリックを

作らせたことになります。先発薬とジェネリックの有効成分は同じです

が通常添加物やコーティングは異なります。製造特許は切れていない

場合が多いからですが、このために吸収などが異なる可能性が指摘

されています。しかし、オルメサルタン「DSEP」では製造特許も許可さ

れていて、多分同じ工場で作られていると考えられます。こういう薬品

をオーソライズドジェネリック（AG）と称し、今後増えていくと考えられて

います。さて、値段はどうでしょうか。 

オルメテック OD/オルメサルタン OD「DSEP」  5mg 31.5円/15.6円 

同                           10mg 59.3円/29.6円 

同                          20mg 112.8円/56.4円 

同                          40mg 171.5円/84.6円 

他社のジェネリックの薬価収載は 12 月の予定ですが DSEP と同様

になると思われます。第一三共は特許切れ直前に子会社からジェネリ

ックの先行販売を行ったということですね。 

 

   イベント・コンサート※内容等、変更となる場合がございます。   

◆11 月 4 日（土）ピアノリサイタル     【山辺絵理さん】 

◆11 月 11 日（土）ヴァイオリン,ヴィオラ,ピアノのコンサート               

【ＮＫＫトリオの皆さん】 

◆11 月 18 日（土）コーラスグループ「ヴィエント」-秋に唄う-  

【ヴィエントの皆さん】 

◆11 月 25 日（土）ゴスペルコンサート 

【ワイルドオルガンの皆さん】 

            

 

 

 

     栄養科より今月の一押しメニュー       

今月の行事食は 11/3昼食に「いなり寿司＆ 

太巻き」をご用意します。その他には“栗ごは 

ん”“秋野菜のカレー”“さんまの塩焼き”など 

を予定しています。献立では季節感を大切に 

しており、１１月後半からは内容が秋から冬に切り替わっていきま

す。これからだんだん寒くなってきますので、しっかり食事をとり、元

気にお過ごしください。 

 

      Cedar Walker で法律相談                 

毎回、様々なテーマで法律問題を簡単に解説していただくこ

の連載ですが、今回のテーマは… 

事実と異なる日付が記載された自筆証書遺言の効力 

 

 遺言書を作成するにあたっては、自分で作成する方法と、公証人

に作成を委託する方法があります。 

 自分で作成する方法の典型が自筆証書遺言です。自筆証書遺言

が有効であるためには、①全文を自書すること、②日付を書き入れ

ること、③署名・押印をすること、の三つの条件が満たされている必

要があります。 

 今月号のテーマは、事実と異なる日付が記載された自筆証書遺

言が法律上どのように扱われるかです。 

  最高裁の判例には、実際には昭和 48年 8月 27日に作成された

と思われるところ、遺言書には昭和 28年 8月 27日と記載されてい

たという事案について、「その誤記であること及び真実の作成の日

が遺言証書の記載その他から容易に判明する場合には、右日付の

誤りは遺言を無効ならしめるものではない」と判示したものがありま

す（最二小判昭 52.11.21民集 122-239）。うっかり事実と異なる日

付が書かれた場合の遺言の効力は、最高裁の判例が示す通りに

理解すればよいと思います。 

  それでは、故意に事実と異なる日付が書かれた場合はどうでしょう

か。 

  故意に不実の記載がなされた場合については、遺言を無効とする

判例が出されています（東京地判平 28.3.30判時 2328-71）。 

  故意に不実の記載がなされる背景には遺言能力との関係がありま

す。当然のことながら、認知症が進んで判断能力のなくなった人が

作成した遺言には法律上の効力は認められません。そのため、第

三者が遺言書の作成に関与しているようなケースにおいては、遺言

者が認知症だと診断される以前の日付を記入するように言い含め

られてしまうことがあります。しかし、このような方法で故意に事実と

異なる日付が記載されたとしても、有効な遺言とは扱われません。 

  認知症が進んでいて判断能力がなかったことを立証できれば、日

付の議論に立ち入る必要はありません。しかし、判断能力が失われ

ているかが微妙なケースでも、故意に事実と異なる日付が記載され

たことが立証できれば、やはり遺言の効力を否定することができて

しまいます。 

  遺言の作成経緯は問題になることが珍しくありません。揉め事を防

ごうと思った場合、法律家の関与のもとで作成するのが安全です。 
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 第 13回  

 

 

また来年も同時期に予定していますので

楽しみにしていてください。 

 

 


